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論文審査の要旨 

 

 本研究は、めまい疾患統計でその約半数を占める良性発作性頭位めまい症(以下 BPPV)

の新規治療法として、ヘッドアップ姿勢での就寝(以下 HUS)により浮遊耳石が半規管に

迷入するのを防ぐことで治癒までの期間を短縮できるとの仮説を検証した。 

対象は 2014 年 5 月から 2018 年 4 月までに奈良医大附属病院めまいセンターを受診した

BPPV 難治例の 88 例で、ブロックランダム化により 44 例に 45 度前後の HUS を指導し、

44 例は通常の就寝姿勢(以下 HDS)とした。 

 両群において患者背景に有意差は認めなかった。HUＳ群において治療 3 ヶ月後及び 6

ヶ月後ともにめまい症状の VAS スコアは HDS 群のそれと比べ有意に低かった。治療開

始前に認めた頭位・頭位変換眼振についても治療 6 ヶ月後において HUＳ群で有意に消

失していた。本研究により、超高齢社会を迎えさらに増加するであろう BPPV 難治例に

対して HUS による初期治療が提案された。 

 公聴会において、HUS のめまい改善効果は起立性調節障害への改善効果ではないこと、

眼振が認められない病態とは軽微な耳石剥離、軽微な頭部運動によるものとわかりやす

く解説した。また、VAS での評価法、画像診断の発展性などの質問に対して、適切かつ

明快な質疑応答を行った。以上より、本研究論文は難治性 BPPV 治療に対し十分な知見

を与えるものと思われ、博士課程の学位論文としてふさわしいものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医

学の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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